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米ISM製造業景況指数（左軸）

S&P500種指数〔前年同月比〕（右軸）
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米製造業の活動拡大が株価の押し上げ要因に

楽読
（ラクヨミ）

Ｖｏｌ.194

※上記は過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

※信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成

米供給管理協会（ISM）が4日発表した12月の製造業景況指数は55.9と前月の53.6から上昇し、2006
年4月以来の高水準に達しました。同指数は、米国の主要経済指標の中では月の中で最も早く発表
されることや企業の景況感を反映し、景気の変化に対する先行指標とされることから、企業活動の
みならず金融市場に与える影響も大きくなっています。 12月の製造業景況指数の内訳をみると、生
産活動の先行指標である新規受注指数が5年ぶりの水準に上昇、生産指数も7ヵ月連続で50を超え
るなど、企業の生産活動が好調に推移していることが示されました。また、顧客の在庫指数が大幅
に低下していることから、先行き一段の生産増が必要になると考えられ、米製造業の活動がしばらく
拡大基調を続けることが予想されます。

下図は、米ISM製造業景況指数とS&P500種指数（前年同月比）の推移です。
製造業景況指数が景気の好不況の目安とされる50を上回って推移している局面では、株価は上昇
しやすく、50を下回って推移している局面では、株価は下落しやすい傾向にあることがわかります。
そのため、今後も製造業景況指数の上昇が続くようであれば、株価への追い風となるのではないで
しょうか。
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米ＩＳＭ製造業景況指数とＳ＆Ｐ500種指数〔前年同月比〕の推移
1990年1月～2010年1月※

50は景気の好不況の目安される

※米ISM製造業景況指数は2009年12月まで。
また、S&P500種指数の2010年1月の前年同月比は2010年1月4日数値を2009年1月末値と比較。


